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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成21年5月12日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,529 △157 △175 △153 △29.79

今回発表予想(B) 6,401 △398 △437 △364 △71.00

増減額(B-A) △1,128 △241 △261 △210

増減率(%) △15.0 ― ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期） 8,695 231 237 △62 △11.39

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 16,101 320 284 125 24.31

今回発表予想(B) 14,964 137 78 △50 △9.89

増減額(B-A) △1,136 △182 △206 △176

増減率(%) △7.1 △56.9 △72.5 ―

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期）

16,323 321 257 △152 △27.99

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,514 121 119 70 13.60

今回発表予想(B) 5,434 △101 △119 △118 △23.15

増減額(B-A) △1,080 △223 △239 △188

増減率(%) △16.6 ― ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期）

6,292 217 311 197 35.84

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 13,520 488 483 283 55.05

今回発表予想(B) 12,440 325 304 133 26.00

増減額(B-A) △1,080 △163 △179 △150

増減率(%) △8.0 △33.4 △37.0 △53.0

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期）

12,626 553 642 416 76.48



修正の理由 

 修正理由につきましては、個別・連結の順で記載しております。 
 
（１）平成22年３月期第２四半期及び通期個別業績予想の修正について 
 第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、景気の下げ止まり感はあるものの、輸出の低迷、設備投資の減少、個
人消費の低迷等を背景に依然として先行きに不透明感の残る厳しい状況でした。このような状況下、分析機器事業ではユ
ーザーにおける予算の凍結あるいは買い控え等の影響を受け需要の回復が予想以上に鈍いまま推移いたしました。加え
て海外市場では、円高に伴う価格競争力の低下もあり苦戦を強いられました。残念ながらこの傾向は第２四半期も続くと見
込まれるため、期初の業績予想数値を修正いたしました。 
 
（２）平成22年３月期第２四半期及び通期連結業績予想の修正について 
 半導体事業につきましては、第１四半期の業績は計画を上回りましたものの第２四半期以降の見通しが不透明なため、
期初の業績予想を変更いたしません。一方当社子会社ATAS GLは世界的景気低迷の影響もあり期初の業績予想を下回
る見込みでありますので、これ等を勘案し、連結業績予想数値の修正を行いました。 
 
 当社グループを取巻く事業環境は極めて厳しくかつ先行きの見通しの難しい状況にあり、現時点での業績の予想は不確
実性が高いため配当予想は困難と判断いたしました。今後の環境変化と業績推移を見極めた上で配当予想額の開示が可
能となり次第、速やかに開示いたします。 
 
（注）上記予想は、本資料発表現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要
因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

  
以 上


